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はじめに 
 

このマニュアルは施設を運営するにあたって食事（昼食、おやつ、プログラムでの調理）を

提供するときに注意しなければならないアレルギーについて、また食品以外での注意すべ

きアレルギーについても留意点を記載するものである。さらにこのマニュアル通りの対応

を行うことで、アレルギーに関する事故を防ぐものとする。 

 

１．症状 

アレルギーの症状は多岐にわたる。最も多いのが皮膚症状である。呼吸器症状、消化器

症状なども同時にまたは別々に発症する。 

※別紙参照 （資料１：主なアレルギー症状の一覧） 

症状が重いものだと「アナフィラキシーショック」があげられる。 

アナフィラキシーショックの症状としては呼吸困難や意識障害などがあり、命に係わる

場合もある。 

 

２．食物アレルギー 

１）食物アレルギー体質の利用者がいることを理解し把握する。 

※別紙参照（資料２：アレルギー体質の利用者一覧） 

★医師の指示書に基づき、食事やおやつを提供する際に除去食や制限食で対応する。 

 ★契約時に、「緊急時個別対応票」「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）を記入

してもらう。 

 ※別紙参照（資料３：緊急時個別対応票） 

 ※別紙参照（資料４：学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）２枚） 

 

 ２）食物アレルギー体質の利用者のアレルゲンとなる食材が含まれないよう、アレルギー

表示を見て食材を購入する。 

※同じ製造ラインにアレルゲンとなる食材が含まれている商品については、保護者様

の同意を得たもののみ使用する。 

 

３）食材購入後には、施設内で別職員がアレルギー表示を再度確認する。 

 

４）プログラムを立てる際はアレルギー体質の利用者がいることを考慮する。 

 

 

 

 



３．その他のアレルギー体質（動植物や金属など）の利用者についても職員間で把握し対応

する。 

【接触皮膚炎（かぶれ）について】 

★刺激性接触皮膚炎：皮膚に触れる物質の刺激が強いために生じる 

★アレルギー性皮膚炎：皮膚に触れる物質にアレルギーがある場合に生じる 

★光接触皮膚炎：紫外線が関わる 

 

症状（かゆみ、発赤、ヒリヒリとした痛み、湿疹、水膨れなど）の有無にかかわらず、

接触した際は接触箇所を水で洗う。 

※職員が付き添い、経過観察も行なう。 

症状が悪化した場合は、医療機関に受診する。 

 

４．情報収集と更新 

１）情報は一覧表にして職員がいつでも確認できるようにする。 

２）保護者と連絡を密に取り、情報の追加、変更等がある場合はその都度更新し周知する。 

 

５．発症時対応 ※別紙参照（資料５：緊急連絡の手順） 

アレルギー反応が見られたら 

① 管理者に報告する。 

②保護者に連絡をし、保護者からの指示に従い対応する。 

※別紙参照（資料６：ご利用者緊急連絡簿) 

※緊急の場合、管理者に報告すると同時に「救急連絡先 119番」へ連絡。 

（事務所内掲示の「救急連絡の手順」に従う） 

 

アレルギー特定原材料 2８品目 

１）食物アレルギーを起こす食品のうち発症者数や症状の重症度が高く、表示する必要 

の高い食品８品目を「特定原材料」として表示を義務づけている。 

２）２０品目を「特定原材料に準ずるもの」として、可能な限り表示するよう推奨して 

いる。 

この 2８品目は下記参照とする。 

 

 

 

 

 

 



 

主なアレルギー症状一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー対応マニュアル 資料１ 



名前 食べ物アレルギー 臨床交差反応性 

   

  

  

  

  

備考： 

   

  

  

  

  

備考： 

   

  

  

  

  

備考： 

 

 

アレルギー対応マニュアル 資料２ 



児童名・生年月日 原因物質 

 

（   年  月  日生） 

 

（１）緊急時使用預かり 

 

 

管理状況 

 

エピペン® 有 ・ 無 
保管場所： 

有効期限：   年   月    日 

内服薬 有 ・ 無 

薬品名： 

保管場所： 

有効期限：   年   月    日 

（２）緊急時対応の原則 

     以下の症状が１つでもあれば、エピペン®を使用し、救急車を要請 

 全身の症状          呼吸器の症状         消火器の症状 

☐ぐったり         ☐のどや胸がしめ付けられる   ☐持続する強い腹痛 

☐意識がもうろう      ☐声がかすれる         （がまんできない痛み） 

☐尿や便を漏らす      ☐ゼーゼーや犬が吠えるような咳 ☐繰り返し吐き続ける 

☐脈が触れにくい又は不規則 ☐息がしにくい 

☐唇や爪が青白い      ☐持続する強い咳込み 

（３）緊急時の連絡先 

  ●医療機関・消防機関 救急連絡先：１１９ 

主治医 
名 称： 

所轄消防署 
名 称： 

TEL  : TEL  : 

搬送医療 

機関① 

名 称： 搬送医療 

機関② 

名 称： 

TEL  : TEL  : 

医療機関・消防機関への伝達内容 

①年齢、性別ほかの患者の基本情報 

②食物アレルギーによるアナフィラキシー症状が現れていること 

③どんな症状がいつから現れて、これまで行った処置、またその時間 

 ※意識状態、顔色、心拍、呼吸数を伝えらえるとよい、可能であれば救急隊と共有することも有効 

●保護者への伝達・確認内容 

①食物アレルギー症状が現れたこと 

②症状や状況に応じて、医療機関への連絡や救急搬送すること 

③（症状により）エピペン®使用を判断したこと 

④保護者が事業所や病院に来られるかの確認 

⑤（救急搬送等の場合）搬送先を伝え、搬送先に保護者が来られるのか確認 

アレルギー対応マニュアル 資料３ 

緊急時個別対応票

     年  月  日作成 



  

別紙 

学校生活管理指導表（アレルギー疾患用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー対応マニュアル 資料４ 



〇役割の確認 

〇救急車を呼ぶ（１１９番） Ｄ資料参考 

〇保護者連絡 

〇エピペンの使用・介助（５分以内に判断） 

〇心肺蘇生や AEDの使用  Ｅ資料参考 

〇子どもを観察・記録（目を離さない、一人にしない） B・Ｆ資料参考 

〇助けを呼び、人を集める 

〇支援員Ａ「準備」Ｂ「その他」を依頼 

〇エピペンの使用・介助（５分以内に判断！！）  Ｃ資料参考 

〇薬の内服介助 

〇心肺蘇生や AEDの使用  Ｅ資料参考 

 

〇他の子どもへの対応 

〇救急車の誘導 

〇エピペンの使用・介助 

〇心肺蘇生や AEDの介助 Ｄ資料参考 

〇「記録」するものを準備する  

〇エピペンの準備 

〇ＡＥＤの準備 

〇内服薬の準備 

〇エピペンの介助 

〇心肺蘇生や AEDの介助  Ｄ資料参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー対応マニュアル 資料５ 

管 理 者 （ 塩 﨑 ） ・ 代 理 （ 成 田 ） 

発見者（管理者・代理が来るまでのリーダー） 

支 援 員 Ａ 「 準 備 」 支援員 B～「その他」 

＜緊急連絡の手順（アレルギー）＞ 



＜更新履歴＞ 

更新日 更新内容 更新者 

令和７年３月 アレルギーマニュアル 塩﨑 詩子 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


